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長
期
に
わ
た
る
不
況
の
下
で
公
定
歩
合
も
数
次
に
わ
た
つ
て
引
き
下
げ
ら
れ
、
金
融
機
関
の
貸
付
金
利
も
こ
れ

に
伴
つ
て
引
き
下
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
系
の
中
小
企
業
向
け
金
融
機
関
（
国
民
金
融
公
庫
、

中
小
企
業
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
）
の
貸
付
金
利
は
、
新
規
借
入
分
は
一
定
の
引
下
げ
が
な
さ
れ
て
き

て
い
る
と
は
い
え
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
の
高
金
利
時
代
に
借
り
入
れ
た
既
往
借
入
分
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
業

種
に
つ
い
て
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
全
体
と
し
て
依
然
と
し
て
高
金
利
の
ま
ま
で
あ
り
、
不
況
下
の
中
小

企
業
の
経
営
を
一
層
圧
迫
し
て
い
る
。 

昨
年
十
一
月
、
不
況
業
種
の
赤
字
企
業
に
限
つ
て
、
既
往
金
利
の
一
部
引
下
げ
措
置
が
と
ら
れ
、
八
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
と
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
取
扱
い
期
間
は
一
年
限
り
と
な
つ
て
お
り
、
今
月
末
で
期
限
切
れ
と
な 

 

る
。
今
年
に
入
つ
て
不
況
は
一
層
深
刻
と
な
つ
て
お
り
、
新
た
に
不
況
業
種
に
指
定
さ
れ
た
り
、
赤
字
に
転
落
す 
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三 

 



 

る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
に
か
ん
が
み
、
右
措
置
を
延
長
す
る
こ
と
は
当
面
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
中
小
企
業
同
友
会
、
全
国
商
工
団
体
連
合
会
な
ど
中
小
零
細
企
業
は
右
三
機
関
の
既
往

金
利
の
引
下
げ
を
強
く
求
め
て
い
る
。
又
本
八
十
五
回
国
会
に
お
い
て
も
、
衆
参
両
院
の
商
工
委
員
会
に
お
い
て 

さ
ら
に
、
右
措
置
対
象
企
業
以
外
の
一
般
の
中
小
企
業
の
場
合
に
お
い
て
も
、
高
金
利
時
に
借
り
入
れ
た
者 

 

は
、
最
高
で
昭
和
四
十
九
年
末
借
入
れ
で
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
昨
年
前
半
借
入
れ
分
で
も
八
パ
ー
セ
ン
ト
台
の

高
金
利
を
負
担
し
て
い
る
。
公
定
歩
合
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
超
低
金
利
時
代
に
入
り
、
右
三
機
関
の
源
資

た
る
資
金
運
用
部
借
入
金
に
か
か
る
預
託
金
利
は
既
に
今
年
春
六
・
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
他
方

三
機
関
の
基
準
貸
付
金
利
は
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
民
間
金
融
機
関
の
貸
付
金
利
も 

徐
々
に
下
が
つ
て
き
て
い
る
な
か
で
、
政
府
系
金
融
機
関
の
既
往
金
利
の
み
が
依
然
と
し
て
高
金
利
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
実
態
に
あ
る
。 

四 

 



 

四 

環
境
衛
生
金
融
公
庫
な
ど
、
右
三
機
関
以
外
の
政
府
系
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
右
措
置
を
適
用
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

既
往
金
利
の
引
下
げ
を
求
め
る
決
議
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
民
の
要
求
、
国

会
の
意
思
を
ふ
ま
え
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

五 

民
間
金
融
機
関
に
よ
る
中
小
企
業
向
け
融
資
に
係
る
既
往
貸
付
金
利
の
引
下
げ
に
つ
い
て
も
、
政
府
は
指
導 

三 

引
き
下
げ
ら
れ
る
既
往
金
利
に
つ
い
て
も
、
現
行
で
は
最
高
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
だ
が
さ
ら
に
こ
れ
を
引
き

下
げ
る
余
地
は
な
い
か
。 

一 

政
府
系
中
小
企
業
向
け
金
融
機
関
の
既
往
金
利
の
一
部
引
下
げ
措
置
の
期
限
切
れ
に
伴
い
、
引
き
続
き
同
措

置
を
延
長
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

二 

右
措
置
は
、
不
況
業
種
の
赤
字
企
業
と
い
う
こ
と
で
対
象
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
業
種
以
外

に
も
対
象
を
広
げ
る
な
ど
、
同
措
置
の
拡
大
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

を
強
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


